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[image: ]

[image: ]

[image: ]

[image: ]
[bookmark: _GoBack][image: ]
[image: ]

3

image5.emf
送金通知メッセージ Cross Industry Remittance Advice

ASMA送金通知文書クラス CIR_ Exchanged_ Document

＊識別子、発行日

Effective文書有効期間  CI_ Specified_ Period

＊有効期限

Included註釈 CI_ Note

＊注釈分類、注釈内容

ASMA決済支払 CIRH_ Trade Settlement_ Payment. Details

＊識別子、支払要求日

Specified取引決済  CIRH_ Supply Chain_ Trade Settlement

＊為替コード

Payee受取人 CI_ Trade_ Party

＊企業コード、企業名

Payer支払人 CI_ Trade_ Party

＊企業コード、企業名

Specified金額集計 CIRH_ Trade Settlement_ Monetary Summation

＊支払金額

Specified支払方法 CI_ Trade Settlement_ Payment Means

＊支払チャネル、支払方法

Payer_ Party仕向金融口座 CI_ Debtor_ Financial Account

＊口座番号、口座名

Payee_ Party被仕向金融口座 CI_ Creditor_ Financial Account

＊口座番号、口座名

Payer_ Specified仕向金融機関 CI_ Debtor_ Financial Institution

＊金融機関コード

Payee_ Specified被仕向金融機関 CI_ Creditor_ Financial Institution

＊金融機関コード

ASMA取引事項 CIRT_ Supply Chain_ Trade Transaction. Details

Applicable取引契約 CIRT_ Supply Chain_ Trade Agreement

Buyer買い手 CI_ Trade_ Party

＊企業コード、企業名

Seller売り手 CI_ Trade_ Party

＊企業コード、企業名

Buyer Order_ Referenced取引文書 CI_ Referenced_ Document

＊識別子（注文書）、発行日

Applicable決済 CIRT_ Supply Chain_ Trade Settlement

＊関連請求書名

Invoicee請求先 CI_ Trade_ Party

＊企業コード、企業名

Invoicer請求者 CI_ Trade_ Party

＊企業コード、企業名

Specified金額集計 CIRT_ Trade Settlement_ Monetary Summation

＊請求金額

Included明細 CIRL_ Supply Chain_ Trade Line Item

Associated明細文書 CIR_ Document Line_ Document

＊明細行

Specified決済明細 CIRL_ Supply Chain_ Trade Settlement

＊請求番号

 Invoice_ Referenced請求関連文書 CI_ Referenced_ Document

＊識別子（請求書）、発行日

Specified金額集計 CIRL_ Trade Settlement_ Monetary Summation

＊請求金額

取引商品 CI_ Trade_ Product

＊商品名、コード

取引単価 CI_ Trade_ Price

＊単価

納入明細 CIIL_ Supply Chain_ Trade Delivery

＊納入数量

社内システム

で連動可能？
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支払企業

（Buyer）

納入企業の

銀行

納入企業

（Supplier）

支払企業の

銀行

商流

プラットフォーム

DB

VAN

全銀ｼｽﾃﾑ

変換

変換

支払い+

EDI

金流

支払関連

データ

固定長

20桁

支払関連

データ

固定長

20桁

入金通知

データ

入金通知

データ

①

②

④

③

⑤

XML（可変長） XML（可変長）

固定長 20桁

固定長 20桁

（XML（可変長）での

対応も可能）

（XML（可変長）での

対応も可能）

XML（可変長） XML（可変長）

支払い+

EDI

支払情報および入金情報に付加情報（拡張金融EDI）を付与し交換することで、より効率的な

消込処理が可能と想定される。
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商流EDIにおける支払通知書（ま

たは支払MSG）を、Pain.001の

Supplementary Dataエリアに設

定し、その情報を分析することで

融資に活用できないかの検討を

進める。

今後の検討の方向性

•

支払通知書または支払MSGの情報を使って、金融EDIを設定することは可能

と考えられる。

- 融資に必要な項目のうち、取引番号、債権債務計上日、支払日、仕入先/販売先、

請求金額、支払金額の各項目については、支払通知書または支払MSGで保持して

いる。（項目名が同じものは、受発注段階の情報と同じ情報を保持）

- 企業側の消込においても、支払通知書（または支払MSG）は必要であり、実証にあ

たり設定することは難しくない。

•

商品分類および仕入先コード、販売先コード、商品コード等の各コード値は、

企業独自の体系で採番されているが、支払の情報と組み合わせることで、ど

のような企業と取引が行われているかを確認することは可能ではないか。

- 発注者コードは、企業が経理口座と紐付けてプライベートでふっていることが多い。

- 商品コードに関しては、JANコードが入っているためユニークとなる。ただし、生鮮商

品など一部商材にはついていないこともある。

- 商品分類も、各社が独自のコード体系でふっていることが多い。

- 商品内容にこだわらずとも、取引先を見て、月々どの程度の取引が生じているのか

位は分かるのではないか。

•

Supplementary Dataに設定することが最適だと考えられる。

- 振込先ごとに設定が可能であり、各項目のタグ付も可能なため、Supplementary 

Dataエリアに設定することが情報の授受にあたっては最適ではないか。

分科会における主な討議内容

※ 支払MSGが策定されていない場合は

融資に必要な項目が含まれるMSG策定

を依頼する。なおその際にはMSGの業界

や種別等が識別可能となるよう配慮して

もらう。


image3.emf
金流情報と商流情報の合体（案）

総合振込

ISO20022 Pain

メッセージ

仕向銀行／口座

被仕向銀行／口座

支払通知

国連

CEFACT

Remittance Advice

メッセージ

埋め込み
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2014/2/14

Payment Information

Credit Transfer 

Transaction Information

ISO20022

Pain.001.001.05

Remittance Information

Supplementary Data

Supplementary Data

ISO20022

Camt.054.001.04

Remittance Information

Supplementary Data

Supplementary Data

Group Header

Supplementary Data

Supplementary Data

Remittance Information

●

●

●

メッセージの宛先 など

振込先情報、振込金額 など

振込元情報 など

●

●

●

Unstructured

Structured

案１ 最長

140

桁文字列（複数可）

案２ 構造定義された備考

（複数可）

案３ 任意の

XML

（複数可）

備考欄

案４ 任意の

XML

（複数可）

振込情報（複数可）

2013

年

5

月版で追加、

個々の振込に関連付いていて、メッセージ付属の

Supplementary Data

より使いやすい

メッセージ中に

挿入されて解釈

総合振込

入金通知

EDI

情報欄

（候補案）

EDI情報格納可能領域（総合振込：PAINの例）

要登録・公開

（クレジットカード用が

登録済み）


